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[ ありがとう  」 

 頼まれもしないのにエッセイを書く。頼

むにもあんまり当てがなく、否の返事を頂

戴するのもイヤだ。折れはしないが心が疲

れる。 

 だから自分で適当に、否、適当なものを

書こうと思った。 

 さてエッセイとは、ある国語中辞典によ

ると、自由な形式で書かれた個性的色彩の

濃い散文、なのだそうだ。これは好きな事

を好きなように書けということか。すきに

してって言われても、まず困惑や当惑に突

き当たる。本当に好きにするには相当の力

量や情熱がいるだろう。自分は不自由だと

つくづく思う。適当はずいぶんむずかしい。 

 さあ、どうしよう。おや、たまたま猫が

来た。名前は二ャ－、じゃなくハナ。メシ

をくれと言う。先刻やったので無視。「猫

に拒む」のだ、猫かわいがりは猫のために

ならない。 

 実際そうだろうか。どうでもいい。猫は

好き勝手に、自然に生きている。生涯棒に

当ったりしないだろう。いいなあ。 

      

 ８月１４日、早牛盆会を開催しました。 

 まずは利川神社において班対抗のグラウンドゴルフゲームです。

利き手の反対で打つ、ホールインワンを狙う、ゴムボールを打つな

ど６種類の一風変わったグラウンドゴルフで優勝を争いました。終

了後は会場を公民館周辺に移し、公民館役員による「食いだおれ

コーナー」が開店します。帰省客らと飲んで食べて、昔話や近況報

告などで語り合い、お盆の楽しいひと時を過ごしました。 

 

                 早牛広報部  橋本 健 

８月１５日は、昨年に続き天候不良で、午前に予定していた恒例の 

班対抗盆バレーは中止となり、さらに盆踊りも中止になってしまい 

ました。屋台だけは公民館で開催され、雨が降る中、帰省客も多く 

訪れ、にぎやかな雰囲気で屋台の商品も完売となり一安心。今年も 

子供たちが一生懸命踊りの練習をしていたので、盆踊りができなか 

ったことが残念でしたが、文化部長さんをはじめ役員の計らいで、 

小学生の太鼓だけは披露させていただけました。 

 

                河原広報部 前田 修次 

 感謝の心を持ってありがとうと言えば、自分

自身はもちろん、相手もホット温かい気持ちに

なれると思う。 

 ８月１４日午後８時～願正寺境内で盆踊り行われました。 

最初小学生の踊りが行われその流れに合わせるかのように大人や

帰省された家族も踊っていきました。躍る姿を見ながらビール片

手にフランクフルト等を食べながら楽しんでおられました。最後

に抽選会が行われ「はずれた～」や「当たった～」と言う声があ

ちらこちらで聞こえ、ワキアイアイとした中で本年の盆踊りが終

了しました。 



　　

日付 曜日 行　事　名

1 月

2 火 　青谷ブロック主事研修会

3 水 　ひおき収穫祭実行委員会

4 木

5 金 　わしの子国際交流（韓国編）

6 土  日置老連ＧＧ大会

7 日 　

8 月

9 火 　秋のお出かけバスツアー・配食サービス

10 水

　　　 11 木

12 金 　育成部会、カラオケクラブ

13 土 　健康づくり講座

14 日 　日置地区ソフトボール大会

15 月

16 火

17 水

18 木 　町老連運動会

19 金

20 土 　そばサークル・わしの子習字

21 日 　世代間交流ＧＧ大会

22 月

23 火 　配食サービス

24 水  わしの子楽団

25 木 　干支作り

26 金 　カラオケクラブ

27 土 　小地域懇談会　１０：００～

28 日 　倭人の食卓　１０：００～

29 月

30 火

31 水 　なりすな教室

 日置地区まちづくり協議会、環境部会を中心に多くの地区の皆様のご協力によ

り、日置グラウンド、日置地区公民館周辺は、すっかりきれいになり、運動会開催

準備が整いました。９月３０日の運動会が晴天の下開催できますようにと願いつ

つ、地域の皆様のご協力に感謝いたします。当日は１００名近くの皆様にお集まり

いただき環境整備ができました。 

 近年、日本中に災害が起こります。この夏も豪雨災、害地震災害と、次々

に襲いかかりました。被害を受けた皆さんが言われます「まさか！」「何十年

なにもなかった」「普段から備えておくことが大事」「まさか！信じられん！」

に少しでも役立つよう、日頃の訓練は重要です。 


